
一
九
九
五
年
七
月
に
、
演
者
は
ジ
ェ
ン
ナ
ー
の
故
郷
イ
ギ
リ
ス

の
バ
ー
ケ
レ
イ
を
訪
れ
た
。
そ
の
際
、
見
聞
・
調
査
し
た
二
、
三

の
点
に
つ
い
て
述
べ
る
。

一
、
ジ
ェ
ン
ナ
ー
博
物
館
に
つ
い
て

か
つ
て
の
ジ
ェ
ン
ナ
ー
邸
は
、
現
在
博
物
館
と
し
て
公
開
さ
れ

て
い
る
。
人
口
一
○
万
人
の
田
舎
町
グ
ロ
ス
タ
ー
の
南
三
○
キ
ロ
肝

の
と
こ
ろ
に
あ
る
の
が
、
ジ
ェ
ン
ナ
ー
の
故
郷
バ
ー
ケ
レ
イ
で
、

戸
数
一
○
○
軒
程
度
の
寒
村
で
あ
る
。
居
室
四
室
に
、
彼
に
関
す

る
展
示
品
が
公
開
さ
れ
、
ビ
デ
オ
供
覧
室
も
あ
る
。
庭
に
は
ジ
ェ

ン
ナ
ー
の
小
屋
含
昌
）
と
呼
ば
れ
る
、
彼
が
貧
困
者
に
無
料
で
種

痘
を
施
し
た
施
設
が
保
存
さ
れ
て
い
る
他
、
納
屋
が
故
笹
川
良
一

氏
に
よ
り
国
際
会
議
場
に
改
造
さ
れ
て
い
る
。

四
月
か
ら
九
月
ま
で
は
、
火
曜
日
か
ら
日
曜
日
ま
で
の
午
後
の

釦
ジ
ェ
ン
ナ
ー
を
め
ぐ
る
二
、
三
の
話
題

石
田
純
郎

み
、
一
○
月
は
日
曜
日
の
午
後
の
み
、
一
般
公
開
さ
れ
て
い
る
。

二
月
か
ら
三
月
ま
で
は
、
休
館
で
あ
る
。

な
お
、
グ
ロ
ス
タ
ー
の
町
の
大
聖
堂
内
に
ジ
ェ
ン
ナ
ー
の
立
像

が
あ
る
。

二
、
一
八
世
紀
末
の
イ
ギ
リ
ス
の
僻
地
に
お
け
る
外
科
医
の

社
会
的
地
位
に
つ
い
て

バ
ー
ケ
レ
イ
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
西
端
の
寒
村
で
あ
る
。
そ

う
し
た
寒
村
で
開
業
し
て
い
た
ジ
ェ
ン
ナ
ー
の
外
科
医
と
し
て
の

社
会
的
地
位
を
再
検
討
す
る
。

十
八
世
紀
末
ま
で
の
外
科
医
は
、
内
科
医
と
そ
の
職
業
教
育
方

法
は
お
ろ
か
、
本
人
お
よ
び
患
者
の
社
会
的
地
位
も
異
な
っ
て
い

た
。
ジ
ェ
ン
ナ
ー
は
、
一
三
歳
の
時
、
南
二
○
キ
ロ
届
の
と
こ
ろ
に

あ
る
隣
村
の
外
科
医
兼
薬
屋
に
師
事
し
、
徒
弟
奉
公
で
外
科
術
を

修
得
し
た
あ
と
、
二
○
歳
で
ロ
ン
ド
ン
に
出
て
、
外
科
医
で
解
剖

学
者
の
ジ
ョ
ン
・
ハ
ン
タ
ー
の
解
剖
学
校
で
、
医
学
の
勉
強
を
続

け
た
。
二
三
歳
で
故
郷
に
帰
り
、
そ
こ
で
外
科
医
と
し
て
、
生
涯

開
業
し
た
。

バ
ー
ケ
レ
イ
の
セ
ベ
ル
ン
河
を
は
さ
ん
で
の
向
岸
（
西
二
○
キ
ロ

向
）
に
、
小
都
市
チ
ェ
プ
ス
ト
ウ
が
あ
る
。
こ
の
町
の
十
七
世
紀
か
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ら
十
九
世
紀
後
半
ま
で
の
全
医
療
職
の
名
前
と
職
種
を
列
記
し
た

リ
ス
ト
を
入
手
し
た
。
そ
れ
を
分
析
し
、
下
記
の
よ
う
な
結
論
を

得
た
。こ

の
町
に
お
い
て
、
軽
外
科
医
療
を
担
当
し
て
い
た
理
髪
師
は

一
七
三
三
年
に
、
理
髪
外
科
医
も
一
六
六
六
年
に
姿
を
消
し
た
。

十
八
世
紀
中
の
内
科
系
の
医
療
は
薬
屋
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い

た
。
最
初
の
徒
弟
外
科
医
の
出
現
は
一
七
四
四
年
で
、
国
家
の
公

認
し
た
最
初
の
外
科
医
（
三
９
号
閏
旦
吾
①
罰
昌
堅
９
房
帰
旦

普
侭
の
。
ご
ｍ
）
の
出
現
は
一
八
一
六
年
で
あ
る
。
外
科
医
と
薬
屋
の
最

初
の
二
重
有
資
格
者
の
出
現
は
一
七
九
三
年
で
、
最
初
の
Ｍ
Ｒ
Ｃ

Ｓ
と
国
家
の
公
認
し
た
薬
屋
の
免
許
保
持
者
Ｌ
Ｓ
Ａ
（
目
ｏ
①
呂
呉
①

○
陣
冨
曾
口
①
ご
旦
酔
ｇ
昏
月
目
①
の
）
の
出
現
は
一
八
一
六
年
で
、

初
の
定
住
Ｍ
Ｄ
（
大
学
を
卒
業
し
た
内
科
医
）
の
出
現
は
、
一
七
九

ジ
ェ
ン
ナ
ー
が
開
業
外
科
医
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
十
八
世
紀

後
半
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
僻
地
で
は
、
徒
弟
外
科
医
の
時
代
で

あ
り
、
内
科
医
（
Ｍ
Ｄ
）
や
、
近
代
的
な
二
重
、
三
重
有
資
格
医
療

者
は
ま
だ
存
在
し
な
い
時
代
で
あ
っ
た
。

大
学
で
学
問
と
し
て
の
医
学
を
学
ん
だ
内
科
医
と
異
な
り
、
外

八
年
で
あ
る
。

科
医
は
外
科
医
親
方
の
も
と
で
、
徒
弟
奉
公
で
外
科
技
術
を
修
得

す
る
こ
と
が
普
通
で
あ
っ
た
当
時
、
彼
は
最
初
の
科
学
的
外
科
医

と
言
わ
れ
る
ハ
ン
タ
ー
に
教
育
を
受
け
た
。
こ
の
こ
と
が
、
彼
に

新
し
い
技
術
で
あ
る
牛
痘
の
開
発
と
い
う
冒
険
を
さ
せ
、
そ
れ
を

論
文
と
し
て
公
表
さ
せ
た
可
能
性
が
あ
る
。

（
新
見
女
子
短
期
大
学
）
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